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阿蘇市の 

財政状況  
【普通会計】 

市の会計のうち、公営企業等の会計を

除いた会計です。 

阿蘇市 
市政報告会 
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歳出決算額 

・平成２９年度決算額は、熊本地震の災害復旧や関連事業の本格化により過去最高額。 

・決算額の３０％を熊本地震における災害関係経費で占められている。 

・平成２８～３０年度までの３ヵ年で、熊本地震災害関係経費は １８１億６千万円となる見込み。 

H30予算 
（現年+繰越） 

億円 

213.9
億円 

224.6
億円 

187.1
億円 



人件費 

人件費は、職員給与のほか、特別職給与、議員・各種委員等報酬、共済組合・退職手当組合の
負担金等が含まれます。 

 ・平成２９年度決算額は、約２４億３，０００万円と合併当時から約６億円削減。 

 ・職員数は、「定員適正化計画」により計画的な人員削減に取り組む （合併時から約100人減）。 



扶助費は、いわゆる社会保障経費で、児童・高齢者・障がい者・生活困窮者などに対して国や
自治体が支援する福祉の根幹をなす経費です。 

 平成２８年度決算で30億円の大台に。平成17年度から15.7億円増と高い伸びを示す。 

 平成２９年度決算は、熊本地震による災害救助費や災害弔慰金、災害見舞金の減少で、
前年度より9,000万円程減少。  

扶助費 

30.9億円 



投資的経費 

投資的経費とは、道路、学校、公営住宅等の建設等、その施設等が財産として将来に残るもの
に支出される経費で、普通建設事業費と災害復旧事業費に分けられます。 

• 大規模災害時は、普通建設事業費が減少、災害復旧事業費が増加する傾向にある。 

• 平成２９年度は、熊本地震により初めて災害復旧事業費が普通建設事業費を上回る。 



市債の残高 

市債とは、普通建設事業や災害復旧事業を実施するうえで、国県の補助金及び市の一般財源以
外に金融機関等から借り入れる借金のことです。 

 平成２９年度末の普通会計の市債残高は１９４億５，０００万円。 

 熊本地震による災害復旧事業債の発行により市債残高が増加傾向にある。 

 市債残高の約４分の３（７５．６％）は、普通交付税により後年度算入。 

平成29年度末の市債残高194億5千万円の

うち約75.6％（147億円）が、返済費用の

一部として、後年度の普通交付税に
算入されます。 



健全化判断比率の状況 

平成１９年度から国の法律で全ての地方公共団体が、財政健全性を表す４つの指標を公表する
ことになりました。基準比率を大きく超えるような危険団体の場合、国が直接関与し、厳しい対策
がなされます。 
 
 平成２９年度決算で阿蘇市は、全てにおいて基準内でしたので概ね健全です。 

指標名 基準内【阿蘇市】 早期健全化基準 財政再生基準 

① 実質赤字比率 該当なし 
（該当なし） 

13.46%以上 20.00%以上 

②連結実質赤字比率 該当なし 
（該当なし） 

18.46%以上 30.00%以上 

③実質公債費比率 
7.5% 
（7.5％） 

25.0%以上 35.0%以上 

④将来負担比率 
82.4% 
（101.6％） 

350.0%以上 － 

※（ ）内は前年度の状況を示しています。 

＜ ＜ 

＜ 

＜ 

＜ 

＜ 

＜ 



災害に備えて 

～命を守る行動を～ 

阿蘇市 
市政報告会 
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警報・注意報の種類と意味 行うべき行動 

大雨注意報 
大雨で土砂災害が起こるおそれがある。 

気象情報に注意し、避難場所や非常持
ち出し用品を確認する。 

大雨警報（土砂災害） 
重大な土砂災害が起こるおそれがある。 

危険な場所では早めに自主避難する。 
それ以外の場所でも避難の準備をする。 

大雨特別警報（土砂災害） 

数十年に一度というような重大な土砂災
害が起こるおそれが著しく高い。 

ただちに命を守る行動をとる（避難所へ
避難するか、それができない場合は家
の中の安全な場所に移動）。 

警報や注意報の意味を知ろう（土砂災害） 

※大雨警報発表中に土砂災害の危険がいっそう高まった時は、土砂災害警戒情報
が発表されます。 

※数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨が観測された時は、記録的
短時間雨量情報が発表されます。 



避難勧告と避難指示、どうちがうの？ 

 市から発令される避難勧告などの言葉の意味を知っておきましょう。 

危険度 区分 行うべき行動 

自主避難 自分が危険と判断した場合は自主的に避難する。 

 

①避難準備・高齢者
等避難開始 

 

避難に時間がかかる人（高齢者・障害のある方・
乳幼児等）は避難。それ以外は避難準備。 

 

②避難勧告 
 
被害発生の可能性が高いので、避難を始める。 

 

③避難指示 
 

被害発生の危険が非常に高いか、すでに被害が
出ている状態なので、すぐに避難する。 
 



ふだんから心がけておくこと 
避難場所は家族で決めておこう 

家族がいつも一緒にいるとは限りません。いざという時に迷わないように、あ
らかじめ家族で避難場所を決めて起き、そこまでの道順も実際に歩いて確か
めておきましょう。 

気象情報に注意 

テレビやラジオの情報に気を付けて土砂災害警戒情報や気象警報が流された
ら、いつでも避難できるようにしておきましょう。地域の防災行政無線にも注意
しましょう。 

非常持ち出し品を用意 

必要なものは、それぞれの家族によって違うので、用意するものは家族で話
し合って決めましょう。また、誰が何を持ち出すか、担当を決めておきましょう。 



早め早めの避難で身を守る 
まず、あなたが率先して避難 

必ず家族や近所の人に声を掛け、一緒に避難します。お年寄りなど避難に時
間がかかる人は、地域のみんなで協力して、早めに避難できるようにしましょ
う。避難をためらう人がいるときも、あなたが率先して行動すれば、みんなもつ
いてきます。 

家族がばらばらでも、まよわず避難 

家族が帰るのを待っていては、逃げ遅れてしまいます。家族もそれぞれ、安全
な場所に避難していると信じて、一人でもためらわないで避難しましょう。その
ためにも、ふだんから、お互いの連絡方法を決めておくことが大切です。 

どんなときも命を守る行動を 

災害が差し迫っていて、どうやっても避難所まで行けないときは、家のすぐ近
くに鉄筋コンクリートの頑丈な建物があれば、そこへ逃げましょう。それも無
理な時は、できるだけ２階以上の、がけから遠い部屋に避難します。この時、
窓ガラスには近づかないようにしましょう。 



避難行動要支援者への取組み 
 災害時に、高齢や身体の状況等で、自力避難が困難な方々の避難支援を目
的として、届出を基に避難行動要支援者名簿を作成します。 

 阿蘇市から支援者に向けて情報を提供し、日頃からの見守り・状況把握・交
流を促し、災害時の避難等に備えます。 

阿蘇市 

災害時の 
避難等が 
不安 消防団・警察 

区長・民生委員 
その他近隣支援者 



復旧復興に 

向かって 
（①生活再建支援等） 

阿蘇市 
市政報告会 
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災害公営住宅建設状況 
応急仮設住宅及びみなし仮設住宅入居者等で熊本地震により家をなくされた
自力再建が不可能な方々への住宅支援策として、災害公営住宅を建設してい
ます。  
 
 
 
 
 
 
  
 
 

現在、入居申込を受付しておりますので（11月15日まで）、住環境課へ御相談下さい。                 

災害公営住宅イメージ 

団地名称（仮称） 建設地 完成予定 １ＤＫ 2ＤＫ 2ＬＤＫ 3ＬＤＫ 計

災害公営住宅新小里団地 小里116-1 平成31年春 21 21

災害公営住宅小里団地 小里142-1 平成31年秋 8 6 6 20

災害公営住宅古神団地 宮地2273-1 平成31年秋 8 8 8 24

災害公営住宅大道団地 波野3572-6 平成31年秋 6 6

合計 16 35 6 14 71

災害公営住宅建設一覧表

団地完成イメージ 

古神団地完成予想図 



波野支所庁舎の建設予定地 

完成予想図 

完成予定：平成31年6月末頃 
運用開始予定：平成31年8月頃 



復旧復興に 

向かって 
（②公共土木施設等の復旧状況） 

阿蘇市 
市政報告会 
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阿蘇山直轄砂防事業 

○平成２８年熊本地震とその後の降雨により、甚大な土砂災害が
発生した阿蘇カルデラ内（阿蘇市・高森町・南阿蘇村）において、
平成３０年度から国が直接砂防事業を行います。 

◇事   業  名 ： 阿蘇山直轄砂防事業 
◇事業の内容 ： 砂防堰堤工 など 
◇全体事業費 ： １５０億円 
◇事 業 期 間 ： 平成３０年度～平成３９年度（予定） 
◇整備箇所数 ： 概ね２５ヶ所 
◇平成30年度 ： カルデラ内で3ヶ所程度工事予定 





• 最新の情報をHPから抽出する。 
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【本坑 覆工完了部分の様子】 





24 

蘇水館 



車帰公民館 





至 美咲野団地 
至 阿蘇 



滝室坂トンネル（仮称） 

• 滝室坂トンネル工事は、６月２４日に着工式
が波野側坑口で行われました。 



波野側 



坂梨側 

30 



復旧復興に 

向かって 
（③農林畜産業施設等の 

 復旧状況） 

阿蘇市 
市政報告会 
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１．工事の発注状況 

災害査定件数 
（個所数） 

発注済件数 
（廃工含） 

（発注済割合） 

未発注件数 
（未発注割合） 

     ３８１ 件 
   １，４００ 件 

  ３８１ 件 
  １００   ％ 

０ 件 
０ ％ 

（平成３０年９月２５日現在） 

復旧状況（農道：７工区） 

【復旧前】 【復旧後】 

⇒ 



 

〇農家の自力復旧事業 

 熊本地震で被災した農地を農家自ら復旧するための経費 

の一部を支援。  

【対象経費】機械借上料、機械オペレーター賃金、材料費等 

【交付基準額】補助率1/2以内（上限額２０万円） 

  

〇小規模農業用水路・農道の早期復旧支援事業 

 熊本地震により被災した小規模な農業用水路・農道につい

て、自力復旧に要する経費を支援。 

【対象経費】機械借上料、機械オペレーター賃金、材料費等 

【交付基準】補助率2/3以内（上限額２６万６千円） 

 

 

 

 

  

２．熊本地震復興基金事業の活用 



３．治山工事の状況について 

４．牧野（原野）の状況について 

平成２９年度（繰越） 

 ○特定直轄事業        ４カ所【国】①②③④ 
 ○災害関連緊急治山事業  ２カ所【県】⑤⑥ 
 ○復旧治山事業        ３カ所【県】⑦⑧⑨ 
 ○治山施設災害復旧事業  １カ所【県】⑩ 
 ○林地荒廃防止事業     １カ所【県】⑪ 
 ○激特事業           ２カ所【県】⑫⑬ 
 
  
 
 

平成３０年度（新規） 

 ○激特事業 ３カ所計画予定【県】⑭⑮⑯ 

  ◎ＪＲＬ被災牧野復旧実証事業  
    平成２９年度  ５牧野実施（完了） 
    平成３０年度  ８牧野実施予定 

治山整備（復旧前）【東小堀A】 治山整備（復旧後）【東小堀A】 

（別紙図面番号） （別紙図面番号） 





観光の 

取り組み 

阿蘇市 
市政報告会 
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阿蘇山上の整備予定 

阿蘇火山博物館の１階に設置 

草千里ビジターセンター（環境省） 草千里園地展望施設（熊本県） 

360度の展望 
草千里・有明海・米塚・中岳・杵島岳 

Ｈ30.11.30完成予定 Ｈ31.4オープン予定 



サイクルステーションの整備・統一看板作成 

▲作成予定看板（表裏同一デザイン） 

サイクリスト受入れ環境整備のため、サイクルステーションを整備予定。 
統一看板を作成し、協力いただける店舗、施設を現在、広報誌や
SNSを通して募集中。 

◀サイクルステーショ
ン設置（イメージ） 

38 ▲4月15日 阿蘇MTBパーク 
オープニングセレモニー 

トライアルエリアでのデモンストレーション 



最近の 

市の取組み 

阿蘇市 
市政報告会 
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住民票の写し等のコンビニでの交付
を平成３１年２月から開始します 

 マイナンバーカードを利用し
てコンビニに設置されている
マルチコピー機から住民票の
写し等の各種証明書の交付を
始めます。 

 まだ、マイナンバーカードを
お持ちでない方は早めに手続
きをお願いします。 

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

＜マイナンバーカード＞ 

なお、マイナンバーカードをお持ちでない方や機械の操作
に不安がある方は、今までどおり窓口でも交付できます。 



市役所と内牧支所に設置している証明書自動交
付機の利用は、来年９月末日まで！！ 
 

「阿蘇市民カード」及び「阿蘇町住民カード」は印鑑登録証と
して、引き続き取り扱いますので大切に保管してください！ 

★印鑑登録証明書を窓口で請求する際には、「阿蘇市民
カード」、「阿蘇町住民カード」、「印鑑登録証」のいず
れかを提示してください。 
★マイナンバーカードを提示されても、交付することはで
きません。 

サンプル サンプル 



阿蘇市ふるさと応援寄附事業 
（ふるさと納税） 

○平成29年度実績（11月～3月） 

1,270件 約3,600万円 

○平成30年度（４月～8月） 

765件   約1,642万円 
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これまでの 
【阿蘇市空き家バンク】の利用状況 

・これまでの登録物件数 ２２件 
  （うち、売買成立及び賃貸契約件数 １５件） 
            （うち現在交渉中１件） 

 
・現在の公開物件数 ６件 
        （うち売買６件、賃貸０件） 

 
・利用登録者数 ５８名 
      （うち阿蘇市内３２名、市外２６名） 
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健康と予防 
について 

阿蘇市 
市政報告会 
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阿蘇市に潜む糖尿病の危機 

特定健診受診者で【糖尿病に該当する】と判断された人は・・・ 
 第１位 A 村（18.8％） 

 第２位 B 村（18.7％） 

 第３位 C 村（17.3％） 

第４位 阿蘇市（17.2％） 
 第４５位 D 市（9.8％） 

糖尿病を放置すると何が起こるのでしょうか 

・動脈硬化（脳卒中・心臓病） 

・糖尿病性網膜症 

・糖尿病性腎症 

・糖尿病性神経障害 

血管で動脈硬化 

細胞の老化 
 

 

こんな状態になる
可能性もあります 

・失明 

・認知症 

・人工透析 

46 



今年度、最後
の住民健診で
す！ 

健診セット（問診票等の書類・尿器・検便容器）をお渡ししますので、事前にご連絡下さい。 
＊大腸がん検診は、検便容器が事前に必要なので、ご注意下さい。  
 
●過去３年間に、秋の健診を受けた方には、10月上旬に問診票等（健診セット）を送付します。 

健診をご希望される方へ ☆阿蘇市HPに料金等を掲載しています。 

日 程 11／５（月）～11／1２（月） 

★健診日程及び会場  次ページをご確認下さい。 
47 

健診種類 ３０代健康診査・特定健康診査・後期高齢者健康診査・胸部レン
トゲン検診・胃がん検診・大腸がん検診（検便検査）・腹部超音波検診・子宮
頸がん検診・乳がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診 

平成３０年度秋の住民健診（複合健診）のご案内 



平成３０年度 秋の住民健診（複合健診）日程 
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教育委員会
の取組み 

阿蘇市 
市政報告会 
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【熊本地震復旧の状況】 

建築途中の阿蘇西小学校 

地域コミュニティ施設の復旧支援 阿蘇西小学校新校舎完成予想図 

【①地域コミュニティ施設等再建支援事業】 
●地域で維持管理して利用する神社やお堂等の被災
した施設復旧を支援 
 補助率：1/2以内 

【②自治公民館再建支援事業】 
●行政区が所有する被災した自治公民館の復旧を支援 
 補助率：1/2以内 

復旧工事が完了した農村公園あぴか 
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一の宮小 阿蘇小 阿蘇西小 内牧小 山田小 波野小 

H30 461 268 138 271 27 46

H31 461 267 140 309 0 49

H32 464 256 135 321 0 51

H33 461 255 141 336 0 51

H34 477 239 146 331 0 52

H35 485 240 135 339 0 45

H36 471 234 132 326 0 48
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一の宮中 阿蘇中 波野中 

H30 225 366 28

H31 208 362 29

H32 216 345 27

H33 241 337 26

H34 229 345 23

H35 224 343 24

H36 217 367 20
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各中学校毎の生徒推移 （H30年度～H36年度） 
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51 



【コミュニティスクールの取組】 
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地
域
体
験
活
動 

波野小中校区地区 内牧小校区地区 

阿蘇西小校区地区 阿蘇小校区地区 

山田小と合同で 
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【阿蘇市の教育 確かな学力の育成】 

土
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【小学校運動部活動の社会体育への移行】 

学校名 クラブ名 種目 

一の宮小学校 一の宮小クラブ サッカー、バドミントン、牛舞 

阿蘇小学校 阿蘇小クラブ 
総合運動部（児童が運動に親しめるものであ
ればスポーツの種目を問わない）、音楽 

阿蘇西小学校 阿蘇西小クラブ ソフトボール、サッカー 

内牧小学校 内牧小クラブ サッカー、バドミントン 

波野小学校 波野小クラブ サッカー、バドミントン、卓球 

■「阿蘇っ子クラブ」指導者募集 

※山田小学校は平成31年4月から内牧小学校と先行統合するため、内牧小クラブと同じ種目になります。 

平成３１年４月より、これまで小学校で行われてきた部活動に代わるものと
して、各小学校に地域住民や保護者の方々が中心になって運営する「阿
蘇っ子クラブ」の設置を予定しています。 
「阿蘇っ子クラブ」の活動をスタートするにあたり指導者の確保が必要となる
ため、各小学校では以下の種目の指導ができる方やお手伝いができる方を
募集しています。 
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【社会教育・社会体育の取組】 

マジック＆吹き矢講座 

英会話講座 

阿蘇市民地域対抗駅伝大会 

グラウンドゴルフ 
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重要文化的景観 
「阿蘇北外輪山中央部の草原景観（阿蘇市）」 

第1回阿蘇世界文化遺産学術委員会 

H19.9 暫定リストへの記載に向けた提案書を文化庁へ提出 

H20.9  暫定リストに次ぐ「カテゴリーⅠa」として選定 

H21.8 県と阿蘇郡市が「阿蘇世界文化遺産登録推進協議会」設立 

H24.3 米塚及び草千里ヶ浜が「名勝及び天然記念物」に重複指定 

H25.7 豊後街道が「史跡」に指定 

H26.10 東京シンポジウム及び知事、市町村長による文化庁要望 

H29.10  阿蘇の文化的景観が「重要文化的景観」として選定（７市町村） 

H30.8  九州の経済界を中心に「阿蘇世界文化遺産登録推進会議」設立 

H30.8 「第1回阿蘇世界文化遺産学術委員会」開催 

阿蘇世界文化遺産教育モデル校事業 
（草原体験学習：内牧小学校） 57 



10 
阿蘇医療センター
のご紹介 

阿蘇市 
市政報告会 

 ～阿蘇市の公立病院～ 

 

開院から4年を迎えた阿蘇医療センター 
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常勤医師の紹介 

副院長兼内科部長 医局長兼小児科部長 

湯本 信也（ゆもと しんや） 橋山 元浩（はしやま もとひろ） 

プライマリケア認定医 研修指導医 

地域医療連携部長兼循環器内科部長 消化器外科部長 

宮本 信三（みやもと しんぞう） 中川 真英（なかがわ まさひで） 

日本循環器学会循環器専門医 日本外科学会専門医 

脳神経内科部長 内科医長 

本田 省二（ほんだ しょうじ） 宮本 誠（みやもと まこと） 

日本神経学会専門医 日本内科学会認定医 

循環器内科医師 内科医師 

木村 優一（きむら ゆういち） 佐藤 智英（さとう ともひで） 

日本循環器学会循環器専門医 日本内科学会認定医 

病院事業管理者兼院長 

甲斐 豊（かい ゆたか） 

脳神経外科専門医 
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外来診療のご案内 

  受付時間 診療時間 

一般外来 
午前8:30～11:30 午前9:00～12:00 

午後13:00～16:30 午後14:00～17:00 

小児外来 
※火曜日は除く。 

午前8:30～11:30 午前9:00～12:00 

※午後13:00～18:00 ※午後14:00～18:15 

予約センター ☎34-0319 

救急外来 24時間 

             ※平日夜間・休日は34-0311にお電話下さい。 
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診療実績について 
29年度■（51,922人） 
 
28年度◆（50,136人） 
 
27年度▲（42.669人） 
  

29年度■（32,210人） 
 
28年度◆（35,693人） 
 
27年度▲（29,229人） 

29年度■（886人） 
 
28年度◆（1,164人） 
 
27年度▲（827人） 
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救急搬送受入患者数の推移 
（人） 
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急性期医療を担う病院として 

患者搬送（Ship） 

熊大附属病院 

t-PA投与指示 

コンサルト 

t-PA点滴静注開始 
（Drip） 

← FaceTime → 

阿蘇医療センター 

“RDICO
M” 

緊急・重症な状態にある患者に対して検査・手術・入院など高度で専門的な医療を提供
できる病院 

脳疾患（脳卒中・脳梗塞） 心臓疾患（狭心症・心筋梗塞） 

●t-PA治療 
 平成26年6月～受入開始 
 平成30年8月 延べ65人 

専門医 宮本 信三医師 
      木村 優一医師 

●カテーテル検査 
 平成28年度 63件 
 平成29年度 67件 

●カテーテル治療 
  PCI（ステント留置術） 
  ペースメーカー挿入・ 
  バッテリー交換 
 平成28年度 127件 
 平成29年度 121件 

専門医 甲斐 豊院長 
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研修医の受入状況 

平成30年度臨床研修（地域医療）研修医 

（写真下段左から） 
宮本信三循環器内科部長、湯本信也副院長、甲斐豊院長 
中村勇貴研修医 

氏名 管理型病院（派遣元） 研修期間 
福本 隆基 公立玉名中央病院 H30.6.1～H30.6.30（1ヶ月） 
中村 勇貴 熊本労災病院 H30.7.1～H30.7.31（1ヶ月） 
徳田 高穂 済生会熊本病院 H30.9.1～H30.9.30（1ヶ月） 
竹野 洋司 熊本中央病院 H30.9.25～H30.10.19（1ヶ月） 
桑原 奈歩 熊本赤十字病院 H30.10.22～H31.1.27（3ヶ月） 
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トピックス① 

取付道路が開通!!  阿蘇がんサロン「笑がお」の開設 

【とき】毎月第2木曜日 
    午後1時30分～午後3時30分まで 
【場所】阿蘇医療センター講堂 
【参加費】200円 

●10月1日～路線バス乗り入れスタート 

え 

●平成30年4月～ 
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トピックス② 

歯科口腔外科の開設  病院機能評価の認定 

●スケジュール 
  平成30年9月中旬 着工 
  平成31年1月中 竣工・プレオープン 
  平成31年4月～ 本格稼働（週2日予定） 

●病院組織全体の運営管理及び提供される 
 医療について審査を受け、認定されました。 
  認定日 平成30年1月4日 
       （認定期間5年間） 

【対象疾患】 
  口腔がん、顎間節疾患 
  抗凝固剤服用者の外科処置 
  障害者（児）の歯科治療など 

高宗康隆（たかむね やすお） 
歯科医師 
 
【専門領域、資格】 
日本口腔外科学会専門医 
歯科医師臨床研修指導医 
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1１ 
質疑応答 
（意見交換）  

阿蘇市 
市政報告会 
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